
―
―
ち
ば
県
民
保
健
予
防
財
団
の
沿
革
と
概
要

か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
財
団
は
、
２
０
０
３
年
４
月
、
保
健
予
防

活
動
を
実
践
し
て
い
た
結
核
予
防
会
千
葉
県
支

部
、
千
葉
県
対
が
ん
協
会
、
千
葉
県
予
防
衛
生

協
会
、
千
葉
県
医
療
セ
ン
タ
ー
の
４
団
体
を
統

合
し
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
創
設
当
初
は
旧
団
体

の
４
つ
の
建
物
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
０
５
年
に
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
を

含
む
こ
の
建
屋
が
完
成
し
、
事
業
の
集
約
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

財
団
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の
は
、

２
０
１
２
年
に
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
た
こ

と
で
す
。
公
益
財
団
法
人
化
に
当
た
り
、
従
来

か
ら
の
基
幹
事
業
で
あ
る
健
診
検
査
の
結
果
を

調
査
分
析
し
、
そ
の
成
果
を
県
民
の
健
康
づ
く

り
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
調
査
研
究
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
千
葉
県
か
ら
公
益
財

団
法
人
の
認
可
を
得
た
の
で
す
。

　

当
財
団
で
は
、
県
民
の
健
康
の
保
持
増
進
を

図
る
た
め
の
各
種
検
診
、
診
療
及
び
検
査
事
業

や
調
査
研
究
事
業
、
環
境
測
定
な
ど
の
様
々
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
職
員
数
は
約

３
５
０
名
、
検
診
車
は
45
台
を
保
有
し
て
お
り
、

２
０
２
２
年
度
の
事
業
実
績
と
し
て
は
、
地
域

保
健
事
業
が
約
55
万
件
、
学
校
保
健
事
業
が
約

32
万
５
０
０
０
件
、
職
域
保
健
事
業
が
約
47
万

件
、
人
間
ド
ッ
ク
や
一
般
外
来
を
含
む
診
療
等

事
業
が
約
７
万
件
、
検
体
検
査
は
約

17
万
５
０
０
０
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
Ｉ
Ｔ
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

In
t
e
r
v
ie
w

公
益
財
団
法
人
ち
ば
県
民
保
健
予
防
財
団

理
事
長

藤
澤
武
彦
氏
に
聞
く

千葉県●ちば県民保健予防財団

千葉県の健診事業を支える公益財団法人が
業務の効率化と将来のIT化推進を見据えて
ミドルウェアの導入でシステム連携を大幅に推進
ちば県民保健予防財団は第3期5か年基本計画で「次期健診支援システム・電子カルテシステムの着実な導入と円滑な運用」を推進。
各種 ITシステム間のシームレスな連携を図るべく、同財団では高機能ミドルウェアを導入し、業務効率の改善を果たした。
同財団の現況と、当該ミドルウェア導入の経緯及びその成果について、同財団の藤澤武彦理事長らキーパーソン諸氏に聞いた。

ちば県民保健予防財団の財団ビル。
敷地面積 16,300 ㎡、延べ床面積
10,514㎡、免震構造をもち、地上 6
階建ての同ビルを拠点に、様 な々事
業を展開している。
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と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

当
財
団
の
基
本
方
針
と
し
て
、
健
診
機
関
と

し
て
の
精
度
の
高
い
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
膨
大
な
健
診
デ
ー
タ
を
収
集
・

分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
県
民
の
健
康
づ
く
り
を

支
援
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
Ｉ
Ｔ
化
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

当
財
団
は
創
設
以
来
５
か
年
基
本
計
画
を
立

て
て
組
織
の
成
長
を
図
っ
て
お
り
、
年
号
の
改

ま
っ
た
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
５
月
に
は
第
３

期
５
か
年
基
本
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
重
点
戦
略
の
１
つ
が
「
次
期
健
診
支
援
シ

ス
テ
ム
・
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
着
実
な
導
入

と
円
滑
な
運
用
」
の
策
定
で
す
。

　

こ
の
基
本
計
画
で
は
、
健
診
支
援
シ
ス
テ
ム
の

更
新
、電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
と
も
に
、

従
来
か
ら
あ
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
や
、
超
音
波
画
像
を

含
む
生
理
機
能
検
査
の
デ
ー
タ
等
を
シ
ー
ム
レ

ス
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
大

変
困
難
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
情
報
管
理
部
の
ス

タ
ッ
フ
を
中
心
に
努
力
し
た
結
果
、シ
ス
テ
ム
間
連

携
を
実
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
連

の
交
互
検
診
に
早
い
時
期
か
ら
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
し
、
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
外
来
の
設
置

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
日
本
に
お
け

る
小
児
の
脊
髄
性
筋
萎
縮
症
（
Ｓ
Ｍ
Ａ
：spinal 

m
uscular atrophy

）
と
い
う
、
通
常
で
あ
れ

ば
３
、４
歳
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
難
病

に
対
す
る
検
査
を
当
財
団
は
４
年
前
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
か
ず
さ
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所
や
千
葉
県

こ
ど
も
病
院
と
連
携
し
て
診
療
を
行
う
な
ど
、

1942 年長野県生まれ。千葉大学大学院医学研究科博
士課程（外科学）修了。1984 年千葉大学医学部助教授、
1997 年同教授に就任。2003 年同附属病院院長および
国立大学附属病院長会議常置委員長（2005 年まで）、
2005 年千葉大学理事・副学長。2006 年 5月より公益
財団法人ちば県民保健予防財団理事長を併任。2007
年千葉大学退任、現在に至る。

藤澤 武彦（ふじさわ・たけひこ）氏

携
に
は
、
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の
ヘ
ル
ス
ケ

ア
統
合
エ
ン
ジ
ン
「H

ealthShare H
ealth 

Connect

」
及
び
「IRIS for H

ealth

」
が
大
い

に
貢
献
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
財
団
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
人
口
減
少
が
進
め
ば
、
自
治
体
で
医

療
機
関
を
維
持
す
る
の
が
難
し
い
時
代
が
来
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
時
、
当
財
団
の
持
つ
検
診
車

等
の
リ
ソ
ー
ス
と
Ｉ
Ｔ
を
組
み
合
わ
せ
る
意
義
は

甚
だ
大
き
く
な
る
は
ず
で
す
。
例
え
ば
検
診
車

を
派
遣
し
て
住
民
の
検
査
を
実
施
し
、
撮
影
し

た
画
像
や
検
査
デ
ー
タ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
携

に
よ
っ
て
転
送
し
て
財
団
本
部
の
医
師
が
画
像

診
断
を
行
っ
て
緊
急
性
が
高
け
れ
ば
、
す
ぐ
に

医
療
介
入
す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
が
10
年
、
20

年
後
に
は
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
貢
献
す

る
の
が
当
財
団
の
使
命
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
今
後
は
日
本
で
最
も
特
徴
の
あ
る
健

診
機
関
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。当
財
団
で
は
、

臨
床
検
査
室
に
お
け
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
５
１
８
９
の

認
定
取
得
や
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
超
音
波
検
査

非
常
に
先
進
的
か
つ
特
徴
的
な
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
か
ら
は
国
の
モ
デ
ル
事
業
も
開

始
さ
れ
、
そ
れ
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
〝
健
診
検
査
デ
ー
タ
を
調
査
分

析
し
、
そ
の
成
果
を
県
民
の
健
康
づ
く
り
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
〞
と
い
う
公
益
財
団
法
人

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
維
持
し
な
が
ら
、
健
診
事
業
や

特
徴
あ
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

理
部
の
副
部
長
で
、
シ
ス
テ
ム
管
理
課
長
を
務

め
る
倉
内
誉
仁
氏
が
、
そ
の
体
制
を
紹
介
す
る
。

「
情
報
管
理
部
は
職
員
数
20
名
で
、
そ
の
う
ち
シ

ス
テ
ム
管
理
課
は
私
を
含
め
常
勤
ス
タ
ッ
フ
３

名
と
、
他
業
務
と
兼
務
す
る
ス
タ
ッ
フ
１
名
の

計
４
名
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
接
続
さ
れ
た
約
６
０
０
台
の
サ
ー
バ
や
Ｐ
Ｃ

に
障
害
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
シ
ス
テ
ム

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
最
大
の
使
命

で
す
」

　

同
財
団
で
は
、
第
３
期
５
か
年
基
本
計
画
に

従
っ
て
、Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
拡
充
を
進
め
て
き
た
。

２
０
２
１
年
に
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
・
Ｗ
ｅ
ｂ
問
診

を
実
現
す
る
べ
く
、
健
診
支
援
シ
ス
テ
ム
を
更

新
。
ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

　

情
報
管
理
部
は
、
健
診
結
果
報
告
書
の
作
成

や
健
診
結
果
を
受
診
者
に
届
け
る
デ
ー
タ
管
理

課
と
、
同
財
団
の
基
幹
と
な
る
健
診
支
援
シ
ス

テ
ム
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
保
守
・
運
用
管

理
を
行
い
、
各
部
門
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
保
守

の
サ
ポ
ー
ト
、
業
務
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
を

行
う
シ
ス
テ
ム
管
理
課
に
分
か
れ
る
。
情
報
管

1968年青森県生まれ。日本大学理工学
部卒。日本電気株式会社を経て、1996年
財団法人千葉県予防衛生協会に入職。
2003 年統合団体の財団法人ちば県民保
健予防財団に入職。2017 年より現職。

倉内 誉仁（くらうち・たかひと）氏

公
益
財
団
法
人
ち
ば
県
民
保
健
予
防
財
団

情
報
管
理
部
副
部
長
兼
シ
ス
テ
ム
管
理
課
長

倉
内
誉
仁
氏
に
聞
く

■

公
益
財
団
法
人
ち
ば
県
民
保
健
予
防
財
団

電
子
カ
ル
テ
や
健
診
支
援
シ
ス
テ
ム
、Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
等
の
連
携
で

コ
ス
ト
抑
制
と
各
健
診
部
門
の
業
務
効
率
化
の
実
現
を
果
た
す

ベン
ダ
が
異
な
る
多
彩
な
部
門
シ
ス
テ
ム
を

シ
ー
ム
レ
ス
に
連
携
さ
せ
る
統
合
エ
ン
ジ
ン

「H
ealthShera C

onnect

」/

「IRIS for H
ealth

」
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な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
を
有
し
て
い
な
く
て

も
、
シ
ス
テ
ム
接
続
の
内
製
化
が
可
能
で
す
。

シ
ス
テ
ム
間
連
携
の
取
り
組
み
自
体
は
、
旧

シ
ス
テ
ム
時
に
も
実
施
し
よ
う
と
し
た
の
で
す

が
、
ベ
ン
ダ
任
せ
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
時
は
う
ま
く
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
回
は
『H

ealthShare H
ealth 

Connect

』
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
シ
ス

テ
ム
管
理
課
に
よ
る
自
製
化
が
可
能
に
な
り
、

コ
ス
ト
を
抑
え
る
と
と
も
に
、
財
団
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
間
連
携
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

倉
内
氏
は「HealthShare Health Connect

」

を
核
と
し
た
連
携
を
実
現
し
た
こ
と
で
、
大
き
な

成
果
を
得
た
と
語
る
。

「
健
診
支
援
シ
ス
テ
ム
及
び
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
と
各
モ
ダ
リ
テ
ィ
間
の
Ｍ
Ｗ
Ｍ
連
携
を
実
現

し
た
こ
と
で
、
健
診
事
業
に
お
け
る
各
部
門
の

業
務
の
効
率
化
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
各
社
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
標
準
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
間
連
携
が
実

現
で
き
た
こ
と
が
、
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削
減
に

も
繋
が
り
ま
し
た
」

　

現
場
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
、
Ｍ
Ｗ
Ｍ
連
携
の

実
現
は
業
務
が
大
幅
に
効
率
化
さ
れ
た
と
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

専
門
外
来
や
人
間
ド
ッ
ク
、
企
業
の
健
康
診

断
等
を
扱
う
診
療
部
で
は
、
企
業
の
健
診
が
１

日
最
大
約
１
５
０
名
、
人
間
ド
ッ
ク
は
脳
ド
ッ

ク
を
含
め
１
日
約
40
名
の
健
診
を
実
施
し
て
い

る
が
、
診
療
部
事
務
部
長
兼
健
診
・
ド
ッ
ク

外
来
等
で
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
推
進

し
、
レ
セ
コ
ン
も
新

し
い
シ
ス
テ
ム
に
更

新
し
た
。
さ
ら
に
放

射
線
部
門
で
運
用
し

て
い
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
に

加
え
、
２
０
２
３
年

４
月
に
は
超
音
波
画

像
を
含
む
生
理
機
能

系
画
像
情
報
を
管

理
・
運
用
す
る
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｓ
を
別
途
導
入
す

る
な
ど
し
て
、
財
団

各
部
門
の
医
療
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
て
き
た
。

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
各
部
門
間
の

シ
ス
テ
ム
連
携
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
と
い
う

点
で
あ
っ
た
と
倉
内
氏
は
話
す
。

「
ベ
ン
ダ
が
異
な
る
様
々
な
シ
ス
テ
ム
を
連
携
さ

せ
る
場
合
、
そ
の
連
携
コ
ス
ト
は
莫
大
な
も
の

と
な
っ
て
し
ま
い
、
財
団
に
と
っ
て
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
院
内
の
各
シ
ス
テ
ム
を
効
率
よ
く

接
続
可
能
な
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
が
な
い
か
探
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
毎
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る
国
際

モ
ダ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
シ
ョ
ウ
で
イ
ン
タ
ー
シ
ス

テ
ム
ズ
社
の
製
品
を
知
っ
た
の
で
す
」

倉
内
氏
は「HealthShare Health Connect

」

の
優
位
点
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
こ
の
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
は
、
特
に
医
療
系
の
デ
ー

タ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
ア
ダ
プ
タ
が
豊
富
で
、
Ｈ
Ｌ

７
や
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
な
ど
、
約
２
０
０
近
い
ア
ダ
プ

タ
を
標
準
装
備
し
て
い
る
の
で
、V

isual Basic

レ
ベ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
を
使
い
こ
な
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
高
度
で
専
門
的

システム間データ連携概念図

「HealthShare Hralth Connect」概念図。約200ものデータフォー
マットアダプタを有し、システムやデータのシームレスな連携を可
能とするミドルウェアである。

新
た
な
生
理
機
能
系
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
導
入
と

Ｍ
Ｗ
Ｍ
連
携
の
実
現
で
業
務
効
率
が
改
善

健
診
現
場
の
声

ちば県民保健予防財団のデータ連携概念図。
「HealthShare Health Connect」をデータ連
携の中核に据え、様 な々部署の様 な々システム
とシームレスなデータ連携を実現。データも
DICOMやHL7といった標準化された規格に
よる運用を実現。将来はFHIRによる連携も検
討しているという。

新　医　療　2024年9月号

は
、
生
理
機
能
検
査
部
門
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

評
価
を
語
る
。

「
生
理
機
能
検
査
部
門
で
は
、
従
来
紙
ベ
ー
ス
で

の
検
査
と
画
像
運
用
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
２
３
年
４
月
に
超
音
波
画
像
を
デ
ジ
タ
ル

運
用
で
き
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

従
来
、
心
電
図
検
査
で
は
、
心
電
図
を
紙
で

出
力
し
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
診
断
す
る
医
師

に
直
接
手
渡
し
し
て
い
た
の
で
す
が
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
が
連
携
し
た
こ
と
で
直

接
医
師
の
Ｐ
Ｃ
画
面
上
に
表
示
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
超
音
波
に
つ
い
て
も
画

像
を
印
刷
し
た
も
の
を
医
師
に
判
定
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
デ
ジ
タ
ル
画
像
と

し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
紙
デ
ー
タ
は
保
存
す
る
の
も
一
苦

労
で
し
た
し
、
検
査
の
受
付
に
際
し
て
も
受
診

者
の
持
つ
受
診
票
か
ら
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
こ
と
で
受
診
者
情
報
等
を
確
認
で
き
、
業
務

効
率
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
医
療
安
全
、
検
査
の
質
が
向
上
し
た
こ
と
は
、

ス
タ
ッ
フ
の
業
務
負
担
減
と
相
俟
っ
て
、
た
い
へ

ん
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

シ
ス
テ
ム
管
理
課
で
は
、
現
在
、
Ｗ
ｅ
ｂ
予

約
及
び
Ｗ
ｅ
ｂ
問
診
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
倉
内
氏
は
話
す
。

「
今
回
の
健
診
支
援
シ
ス
テ
ム
の
更
新
は
、
元
々
、

Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
及
び
Ｗ
ｅ
ｂ
問
診
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
る
点
が
導
入
の
決
め
手
で
し
た
。
現

在
、
ベ
ン
ダ
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
開

発
を
続
け
て
お
り
、
２
０
２
５
年
４
月
の
稼
働

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
に
は
、
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
に
よ
る
３
文
書
情

報
が
記
述
仕
様
と
し
て
予
定
さ
れ
て
お
り
、
県

や
自
治
体
が
出
す
健
診
結
果
報
告
書
も
Ｆ
Ｈ
Ｉ

Ｒ
仕
様
の
も
の
が
出
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

当
財
団
で
も
、
今
後
は
そ
れ
ら
に
対
応
で
き

る
よ
う
デ
ー
タ
の
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
出
力
等
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

科
長
の
門
脇
辰
幸
氏
は
、
Ｍ
Ｗ
Ｍ
連
携
の
成
果

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
各
シ
ス
テ
ム
の
連
携
に
よ
り
最
も
効
率
化
さ
れ

た
の
は
健
診
の
部
門
で
す
ね
。
従
来
、
発
行
し

て
い
た
１
日
最
大
１
５
０
枚
の
磁
気
カ
ー
ド
に

よ
る
診
察
券
の
作
成
が
、
Ｍ
Ｗ
Ｍ
連
携
が
実
現

し
た
こ
と
で
不
要
と
な
り
、
ま
た
カ
ー
ド
を
準

備
す
る
手
間
や
カ
ー
ド
を
無
く
し
て
し
ま
う
と

い
う
リ
ス
ク
も
な
く
な
る
上
に
、
磁
気
カ
ー
ド

作
成
コ
ス
ト
も
削
減
で
き
ま
し
た
」

　

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
内
で
各
種
画
像
検
査
を

行
う
画
像
診
断
部
技
術
担
当
部
長
の
岩
元
興
人

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｍ
Ｗ
Ｍ
連
携
は
、
以
前
か
ら
実
施
し
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
ベ
ン
ダ
に
相
談
し
て
も
コ
ス
ト
的
に

全
く
実
現
困
難
で
し
た
。
今
回
、
シ
ス
テ
ム
管

理
課
に
Ｍ
Ｗ
Ｍ
連
携
を
実
現
し
て
も
ら
え
た
こ

と
で
、
想
像
以
上
に
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
が
で
き

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
以
前
は
磁
気
カ
ー
ド
を
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
で
読
み
込
み
撮
影
装
置
に
受
診
者

の
情
報
を
得
た
後
、
撮
影
メ
ニ
ュ
ー
や
レ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
へ
の
画
像
の
振
分
け
情
報
な
ど
を
選

択
し
て
か
ら
撮
影
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
Ｍ
Ｗ
Ｍ
連
携
が
実
現
し
た
こ
と
に

よ
り
、
受
診
者
が
持
つ
受
診
票
の
バ
ー
コ
ー
ド

を
読
み
込
む
だ
け
で
撮
影
に
必
要
な
情
報
は
全

て
撮
影
装
置
に
送
ら
れ
、
撮
影
可
能
な
状
態
に

な
る
の
で
、
業
務
が
大
幅
に
効
率
化
さ
れ
ま
し

た
。
こ
ち
ら
の
要
望
ど
お
り
に
構
築
し
て
も
ら

え
、
シ
ス
テ
ム
管
理
課
に
は
た
い
へ
ん
感
謝
し
て

い
ま
す
」

次
い
で
、
生
理
機
能
検
査
と
検
体
検
査
、
細

胞
診
や
作
業
環
境
測
定
を
実
施
し
て
い
る
検
査

部
の
検
査
部
長
兼
副
部
長
で
あ
る
稲
田
正
貴
氏

公益財団法人
ちば県民保健予防財団

所在地：千葉県千葉市美浜区新港32番地 14
理事長：藤澤武彦

ちば県民保健予防財団は、千葉県の健
康・保健事業を担ってきた4団体を統合し
て2003年に設立された。
2012年4月に公益財団法人化し、従来
からの健（検）診・診療・検査等の事業に加
え、調査研究・普及啓発事業をスタートさ
せ、同年、臨床検査室の国際規格である
ISO 15189を千葉県で初めて取得するな
ど、独自の取り組みも推進している。
2005年の財団ビル完成を契機に、各所
で展開してきた事業を総合健診センターに
集約して再編。健診をはじめ各種検査や人
間ドックなど、様々な事業を展開している。

検査部長 兼 副部長
稲田正貴氏

診療部事務部長 兼 健診・ドック科長
門脇辰幸氏

画像診断部 技術担当部長
岩元興人氏

Ｗｅ
ｂ
予
約
・
問
診
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
に
よ
る
運
用
も
検
討
中

シ
ス
テ
ム
の
内
製
化
に
よ
る
開
発
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